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「環境基本計画」では印西市の環境をより良くする上で、他の施策より優先的に取組むことが必

要な施策や着実な進展が求められている事項について、市が取組みを進めている個別目標の中から

「重点プロジェクト」を設定しています。 

 

 ３-１ 里山の保全・活用モデル事業の推進 （重点プロジェクト①）   

【 中心となる担当課 ： 都市整備課 】 

 

農家や地元の方々の暮らしの中で育まれてきた樹林地、農地、水路、歴史・文化財などが共存

する里山環境を守るために、先進的な事業を展開し、農業従事者と周辺住民との交流、住民に

よる樹林地の維持管理、新鮮な農作物の供給、高齢者の生きがいづくり等につなげていきます。

 

 平成 18年度実施状況  
 

市では結縁寺地区をモデル地区に設定し、里

山の保全・活用事業を進めています。これまで

に結縁寺池周辺の散策路や蓮田を、結縁寺周辺

の住民、NPO法人やボランティアが協力して

維持管理・整備を行ってきました。 

平成 18年度は、NPO法人の協力のもと市

民による蓮田の拡張を行い、多くの市民に訪れ

てもらうことで、里山の保全・活用につなげて

います。 

 

 

 平成 19年度の予定  
 

結縁寺地区をはじめとした市内の里山環境について、農業従事者、周辺住民と協力・連携

を図りながら保全・活用を検討していきます。 

第３章 重点プロジェクトの進捗状況 

結縁寺池の蓮田 
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 ３-２ 生物モニタリング調査の実施 （重点プロジェクト②）      

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

谷津田環境をはじめとした貴重な自然環境を守っていくため、市内に生育・生息するさまざま

な生き物を毎年モニタリングし、地域の自然環境や変化を把握していきます。また、市民の方々

が生き物とふれあうことで、自然への関心や保全への理解を深める機会を創出します。 

 

 平成 18年度実施状況  
 

市民が調査員となり、市・教育機関等が連携・協力

しながら市内全域のモニタリング調査を実施し、「身

近な生き物マップ（昆虫類編）」を取りまとめました。 

このモニタリング調査では、市民がよく知っている

昆虫類の中で、環境との結びつきが比較的わかりやす

い6種類を対象に調査しました。また、調査対象種以

外にカブトムシ、モンキチョウやアゲハチョウなど

72の記録が寄せられました。 

調査には73名の方々が参加し、参加者からは「身

近な自然に驚きがあった」、「今まで知らなかったト

ンボの特徴を知ることができた」など、市の自然や生

息する生き物に驚きや発見があったとの声が寄せら

れ、市民への自然環境に対する啓発が図られたと考え

ています。 

 

項  目 内  容 

調査期間 平成18年７月21日 ～ ８月 31日 

対象種 昆虫類 

トンボ（4種）：シオカラトンボ、ハグロトンボ、 

ウチワヤンマ、チョウトンボ 調査した生き物 

チョウ（2種）：ムラサキシジミ、ゴマダラチョウ 

参加人数 73名 

 
 

 平成 19年度の予定  
 

平成19年度は、魚類・両生類を対象にしたモニタリング調査を実施します。今後も調査の

対象種を変えながら、継続して実施する予定です。調査した結果は「身近な生き物マップ（魚

類・両生類編）」として取りまとめ、ホームページ等で公開する予定です。 

 

項  目 内  容 

調査期間 7月上旬～8月末 

対象種 魚類・両生類 

魚類（３種類） ：ヨシノボリ類、ドジョウ、タイリクバラタナゴ 
調査する生き物 

両生類（３種類）：トウキョウダルマガエル、ウシガエル、アマガエル  

平成 18年度版 身近な生き物マップ（昆虫類編）
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 ３-３ 町営塵芥焼却場跡地の環境調査の推進 （重点プロジェクト③）     

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

町営塵芥焼却場（竹袋焼却場）は、現在、焼却場・廃棄物の埋立地となっていますが、埋立て

された廃棄物は現存し、廃棄物の流出や地下水への滲出
しんしゅつ

などといった周辺環境への影響が懸

念されています。周辺住民への不安を取り除くため、水質や土壌の環境調査を実施し、将来に

わたり周辺環境を保全していきます。 

 

 平成 18年度実施状況  
 

焼却場跡地場内の観測井のうち、地下水が確認できる

井戸（６本）、場外の観測井（５本）、湧水２箇所、池

１箇所、既設井戸１箇所の水質調査と、臭気及び湧出ガ

ス調査を4箇所で実施しました。 

また、町営塵芥焼却場跡地の用地登記業務を実施しま

した。 

調査結果から、平成18年度においても場内の観測井

１箇所（№7）において、ほう素が環境基準を超過して

検出されましたが、場外の観測井等からは検出されてい

ないため、地形の改変を行わない限り、直ちに周辺環境

へ悪影響を及ぼす危険性は低いと考えられます。 

また、用地境界が不確定であった箇所について、用地

登記業務を実施したことにより、境界を確定することが

できました。 

なお、今後も周辺環境への影響を継続して監視してい

く必要があります。 

 

 平成 19年度の予定  
 

敷地周辺の将来的な環境保全のため、今後もモニタリング調査を継続し、経年変動を把握し

ていく予定です。また、併せて対策工及び対策時期の検討も行っていきます。 

  

調 査 

時 期 
モニタリング調査項目 調 査 の 摘 要 

臭気分析 場内観測井４箇所 

湧出ガス測定（ ３項目） 場内観測井４箇所 

水質分析  （２６項目） 
場内観測井６箇所、場外観測井5箇所、 

湧水２箇所、池１箇所、場内既設井戸１箇所 

夏季 

水質分析  （ ７項目） 場内観測井６箇所、湧水２箇所、池１箇所 

冬季 水質分析  （２６項目） 場外観測井5箇所 

調査の風景 
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 ３-４ 生ごみ減量堆肥化の推進 （重点プロジェクト④）      

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

家庭から出る燃やせるごみは、ごみの総排出量の大半を占めています。その中でも生ごみの割

合は大きく、ごみの排出量を減らしていくためには、家庭でできるごみ減量化、資源化を普及

することで、生ごみの堆肥化を積極的に進めていく必要があります。 

 

 平成 18年度実施状況  
 

印西市では、これまでに生ごみ処理容器などを購入した家庭への補助金交付を継続実施し、

「生ごみ処理容器等購入費補助金制度※」に関する PR を広報いんざい（３回掲載）やホーム

ページ等を通じて行ってきました。平成1８年度は新たに57基の購入補助を行いました。こ

れまでの累積設置基数は 2,053 基になり、生ごみ処理容器による生ごみ減量化の取組みは市

民に徐々に広がってきています。 
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資料：生活環境課 

 

 平成 19年度の予定  
 

広報やホームページ等を通じて生ごみ処理容器等購入費補助金制度の普及・啓発活動を行い

ます。また、生ごみ処理機でできた生成物の回収を行います。 

 

 

 

 
 
 

 

※印のついている用語の詳細については、資料編P.65以降の用語解説を参照下さい。 

 

コラム ～ 生ごみ処理容器等を購入すると補助金が交付されます ～ 
 

生ごみ処理機 ：購入額の2/3に相当する額を補助。（ただし、限度額は40,000円とする）

生ごみ処理容器：購入額の2/3に相当する額を補助。（ただし、限度額は 3,000円とする）

※ 一般的に４人家族から出る生ごみは、１日平均約700gと言われており、生ごみ処理機の
機種にもよりますが、生ごみを1/4から 1/10程度に減容できます。 

【 問合せ先：生活環境課 クリーン推進班 電話：0476-42-5111 内線 364 】
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 ３-５ 印西市環境マップの作成 （重点プロジェクト⑤）      

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

印西市には、樹林地や農地、水辺、歴史文化財などの環境資源が残されており、市内の特徴を

もっと知りたいという声が聞かれています。市民からの情報を集積するとともに、マップの作

成を通じて市民・事業者等への情報提供、活用を目指していきます。 

 

 平成 18年度実施状況  
 
■ 身近な生き物マップの作成 

生物モニタリング調査を通して市内全域の昆虫類の生息状況を把握し、その結果を「身近な

生き物マップ（昆虫類編）」として取りまとめました（重点プロジェクト②参照）。 

 

■ 環境情報の集積 

広報いんざいを通じて市内に残っている湧水や巨樹・巨木林の情報を募集しました。平成

18 年度は情報がほとんどありませんでしたが、現在得られている情報を元に現地調査を行い

ました。 

 

 平成 19年度の予定  
 
■ 身近な生き物マップの作成 

市内に生息する魚類・両生類の生息

状況に関する調査を実施し、「身近な

生き物マップ」として取りまとめます。 

 

■ 環境情報の集積 

平成18年度に引き続き、湧水・巨

樹・巨木林に関する情報を収集し、環

境マップ作成準備を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・ 「 生き物 編 」 
○ 動物の分布 
○ 植物の分布 など 

 

・・・ 「 水との親しみ 編 」 
○ 河川の分布 

○ 湧水の分布 

○ 親水施設の分布 など 

・・・ 「 ベースマップ 」 
 
○ 交通網 など 

・・・ 『 印西市環境マップ 』 

・・・ 「 身近な緑 編 」 
      ○ 樹林地の分布 

      ○ 農地の分布 
○ 公園の分布 
○ 道路沿いの植栽の分布 など 

・・・ 「 歴史的文化的環境 編 」 
○ 指定文化財の分布 
○ 巨樹・巨木※の分布 など 

 

『 印西市環境マップ 』のイメージ 
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 ３-６ 印西市環境行動指針の作成 （重点プロジェクト⑥）    

【 中心となる担当課 ： 生活環境課 】 

 

日常生活や事業活動などによる環境負荷の影響により、地球温暖化やオゾン層の破壊など地球

規模の環境問題にまで発展しています。環境にやさしい行動をとることが求められており、市

民・事業者は自ら意見やアイディアを出し、環境行動指針の作成につなげます。 

 

 平成 18年度実施状況  
 

平成17年度に引き続き、「環境推進市民会議」で行動指針の内容等を検討し、カレンダー形式

で「印西市環境行動指針（市民編）eco カレンダー（以下「eco カレンダー」と表記）」を作成し、

全戸配布することで普及啓発を図りました。この ecoカレンダーに付いている環境家計簿を回収し、

提出者に対して年間の温室効果ガス排出量をグラフ化したエコ診断表の作成を行い、配布しました

（平成18年度回収枚数：26枚、年平均二酸化炭素排出量：4,751kg）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 19年度の予定  
 

平成18年度に引き続き、環境推進市民会議、環境推進事業者会議を開催する予定であり、

「平成 20年度版 印西市環境行動指針」の作成、配布により、市民の環境の負荷低減に向

けた行動につなげていきます。 

環境家計簿提出者に配布 

エコ診断表 の 作 成 

環 境 家 計 簿 の 回 収 


